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日本ふれあいの旅（続編） 

  かつての大阪のシンボルだった阪神・阪急
ビルは、目の前の立体交差にはばまれて駅前
は往来する人の波。迷子になってはと迎えに
きてくださった影山さんにエスコートされて阪急
ビル２８階の会場へ。席に着いて待っておられ
た福永さんは熊本から馳せ参じた小学６年生
の時からのリスナー。岩井さんも小学生のとき
にラジオできいた声がやっと「なま」できけたと
感激。佐藤さんは「エクアドルにアンデスの声
を見た」のＴＶ番組を局から貸し出し公民館で
上映してまわってＰＲ。和田さんは現在市民セ
ンターで「海外ラジオ放送を楽しもう」と題した
講座をひらき、影山さんはデルタ・ループ型ア
ンテナを開発してホームページで紹介と、みん
なそれぞれが短波受信に独自の貢献されいる
人ばかり。レストラン「司」の名物土佐料理もさ
ることながら、短波で結ばれた絆の強さには圧
倒されました。散会したあと有志で鶴橋駅前に昨年手術をうけられたキム画伯をたずねましたが、回復は
順調のようで自筆の色紙を短波仲間にプレゼントされている姿をみてほっとしました。 

 四国の瀬戸大橋を渡ると高松です。教会では野町太郎さんが待っておられはじめてお会いしました。「ア
ンデスの声」をききながらオルガン修行に専念され、今は屋島教会の専任パイプオルガン奏者として奉仕し
ておられます。自転車旅行でＨＣＪＢに立ち寄られた組橋さんともひさしぶりに再会。その朝の礼拝に出席
してくださいました。関門海底トンネルをぬけると九州です。福岡では７年ぶりに酒井さんと邂逅。汗をかき
かき「博多ラーメン」を食べたあと、これまでの短波人生を収録させてもらいました。八幡市の響ホールのス
タジオに入り西田さんにインタビュー。西田さんはピアノの先生としてエクアドルに来られたあと、フランスに
３年間音楽留学され、古典楽器バープシコード（チェンバロ）を専攻された新進女性音楽家。リサイタルの
日を期待しているところです。 

 京都では永野さんに京都聖書教会に車で連れて行ってもらいました。ＢＣＬブームのときには多くの中学
生が集まった教会なので、いつかその頃の生徒たちにも会いたいなと思っています。教会で永野さんにイ
ンタビューしたところ、逆にインタビューされてしまいました。Ｐｏｄｃａｓｔ用の番組だそうです。銀閣寺、哲学
の道などを散策させてもらい緑陰にたたずむ古都を堪能しました。名古屋の細川さんは東京ハムフェアで
お会いしましたが、浜松のローヤルホテルでの集会にも名古屋から顔をみせてくださいました。 

 飛行機で飛んだ北海道では札幌（発寒中央駅）で大学生リスナーの松永さんとばったり。金谷家での家
庭集会のあと、エクアドル国立管弦楽団で活躍した高橋さんの車で洞爺湖へ向かいました。もと「アンデス
の声」でいっしょに働いた金子さんが温泉ホテルに招待してくださり、湖畔の花火と湯の香りを満喫しまし
た。翌日はサミット２００８年会場となるウインザーホテルを見学し、室蘭の白鳥大橋をわたって千歳へ。千
歳原野は私が自衛隊員時代駆け回った野外演習の地。モダンな町並みには目をつぶり昔の面影を追いも
とめようとしている自分がおかしくなりました。 

 群馬は中秋の名月。雲ひとつなく照らし出された赤城の山は絶景でした。私が３０年前に胃潰瘍手術をう
けた狩野外科医院で健康チックをしてもらうために何年かぶりに訪ねました。現在院長先生の男の子４人
は全員医師になっていますが、先生自身は開院以来の忠実な看護婦長さんとともに生涯現役です。検査
の結果、その先生から私もゴーサインをいただきました。ちなみに先生は私と同じ昭和ひとけた生まれ。ま
だまだ先生に負けず頑張らなくっちゃ！ 



（註） 尾崎宣教師は、１０月６日成田発全日空機でシカゴへ発ちます。 
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ＨＣＪＢ日本語放送（オーストラリア送信）： 

放  送  日  時：  毎週土曜日、日曜日 
          日本時間 0730 − 0800（2230 − 2300UTC） 
送 信 周 波 数：  １５５２５ｋＨｚ（１９ｍｂ） 
受信報告書の宛先： 〒169-0073 
          東京都新宿区百人町１－１７－８ 
          淀橋教会ＨＣＪＢ係 
          （※返信用に８０円切手を２枚同封して下さい） 

【ホームページのご案内】 

ＨＣＪＢ日本語放送のホームページ（http://japanese.hcjb.org/）に は、リスナー・コミュニケーションのため
のふれあいコーナー「フォーラム」（http://japanese.hcjb.org/forums/）と、メールマガジンのバックナンバー
を揃えた「メールマガジン e-La Voz らいぶらり」（http://www.hcjb.org/japanese/mmz/）のページが ありま
す。どうぞご利用ください。 

このメールマガジンは、ＨＣＪＢ日本語放送の管理するメール・リストに登録されている方に無料でお送りし
ています。このメールマガジンをご覧になってのご感想やご意見、ご要望などは、ＨＣＪＢ日本語放送までお
送りください。 
また、このメールマガジンの配信停止、配信先変更、あるいは新規ご登録もＨＣＪＢ日本語放送までメール
にてお知らせください。なお、メール･リストは配信先メール･アドレスのみで管理されていますので、配信先
変更をご希望の場合には、現在登録されている配信先も併せてお知らせください。 
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